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高校生の人権広報誌“Freedom”第16号
こうこうせい じんけんこうほう し フ リ ー ダ ム だい ごう

2014年10月11日発行
ねん がつ にちはっこう

編 集 “Freedom”編 集 スタッフ
へんしゅう フ リ ー ダ ム へんしゅう

発 行 奈良県高等学校人権 教 育研 究 会
はっ こう な ら けんこうとうがっこうじんけんきょういくけんきゅうかい

毎月11日は「人権を確かめあう日」
まいつき にち じんけん たし ひ

東日本大震災、原発事故、豪雨等により被災された
ひがし に ほ ん だ い し ん さ い げ ん ぱ つ じ こ ご う う と う ひ さ い

方々に､心よりお見舞い申し上げます。
か た が た こころ み ま も う あ

７ページの記事 中 の「 車 椅子バスケットボール」とは、競 技用の 車 椅子を用
き じ ちゅう くるま い す きょう ぎ よう くるま い す もち

いてプレーするスポーツで、 障 害の 状 況 によりクラス分けがされています。
しょうがい じょうきょう わ

執筆者が詳しく調べてくれたのですが、紙面の都合で載せられず…。力作ぞろい
しっぴつしゃ くわ しら し めん つ ごう の りきさく

で次号にまわった皆さんもご容赦ください。
じ ごう みな ようしゃ

ろう者劇団のことを知っていますか？
し ゃ げ き だ ん し

～奈良ろう者劇団「大仏も笑う会」
な ら し ゃ げ き だ ん だ い ぶ つ わ ら か い

へのインタビュー～

香芝高等学校 ボランティア部
か しば こう とう がっ こう ぶ

私 たち香芝高等学校ボランティア部は、2014年３月30日に、かしはら万葉ホ
わたし か しばこうとうがっこう ぶ ねん がつ にち まんよう
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ールで開催された「わたぼうし橿原コ
かいさい かしはら

ンサート」にスタッフとして参加しま
さん か

した。わたぼうし橿原コンサートは、
かしはら

障 害のある人たちが「 心 の詩」と呼
しょうがい ひと こころ うた よ

ばれる 命 の 尊 さや人間のすばらしさ
いのち とうと にんげん

を込めた詩に 曲 をつけ、音楽にのせて
こ し きょく おんがく

歌い発 表 するということを 中 心とす
うた はっぴょう ちゅうしん

るコンサートで、今回で第32回目の開催になる長い歴史をもっています。その中
こんかい だい かい め かいさい なが れき し なか

で、ゲストとして奈良ろう者劇団「大仏も笑う会」が、「ひかり公園物 語 」と
な ら しゃげきだん だいぶつ わら かい こうえんものがたり

いう劇を 上 演されました。「大仏も笑う会」の劇は、 聴 者の方と 聴 覚 障 害者
げき じょうえん だいぶつ わら かい げき ちょうしゃ かた ちょうかくしょうがいしゃ

の方が、舞台の上で手話と身振りで演じ、セリフは舞台の脇に控えている方が、
かた ぶ たい うえ しゅ わ み ぶ えん ぶ たい わき ひか かた

劇団員の口の動きに合わせ、声を当てていました。 上 演が終わった後、片付け
げきだんいん くち うご あ こえ あ じょうえん お あと かた づ

に 忙 しそうにしている団員の方にインタビューをさせてもらいました。
いそが だんいん かた

奈良ろう者劇団「大仏も笑う会」は、2000年６月に奈良県で結成された 聴 者
な ら しゃげきだん だいぶつ わら かい ねん がつ な ら けん けっせい ちょうしゃ

９名と 聴 覚 障 害者９名からなる劇団です。インタビューをさせていただいた街
めい ちょうかくしょうがいしゃ めい げきだん つじ

さんは 聴 覚 障 害者の方でしたが、手話をしてくださる劇団員の方を介してお 話
ちょうかくしょうがいしゃ かた しゅ わ げきだんいん かた かい はなし

を聞くことができました。
き

まず、このような 聴 覚 障 害者の方が加わる劇団が、全国にどのくらいあるの
ちょうかくしょうがいしゃ かた くわ げきだん ぜんこく

かお聞きしました。思っていたよりもずっと少なく、全国に８～10の劇団しかな
き おも すく ぜんこく げきだん

いとのことでした。 私 は当日 上 演された劇を見て、本当に 聴 覚 障 害者の方が
わたし とうじつじょうえん げき み ほんとう ちょうかくしょうがいしゃ かた

加わっているのかなと思いました。台詞や効果音、音楽に合わせて全員が動き、踊
くわ おも せ り ふ こう か おん おんがく あ ぜんいん うご おど

りまでしていたからです。そこで、 聴 者の方と 聴 覚 障 害者の方が一緒に劇を
ちょうしゃ かた ちょうかくしょうがいしゃ かた いっしょ げき

する中で苦労することをお聞きしました。一番の苦労は、 働 きながら練 習 をし
なか く ろう き いちばん く ろう はたら れんしゅう

ていくということでした。それぞれが仕事を持っているため、集まって練 習 を
し ごと も あつ れんしゅう

することが困難だという理由でした。 私 は劇を実際に見て、「このようなすば
こんなん り ゆう わたし げき じっさい み

らしい劇をするための劇団が、なぜ全
げき げきだん ぜん

国でこんなに少ないのかな」と思って
こく すく おも

いましたが、一つのことを実行するに
ひと じっこう

は大きな努 力 が必要になるというこ
おお ど りょく ひつよう

とを知りました。
し

それに加え、リズムや音に合わせて
くわ おと あ

全員が動くためには、どのようにした
ぜんいん うご
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らいいのかということもお聞きしました。そのコツは、音を使うのではなく、テ
き おと つか

ンポで合わせるというものでした。しかし、テンポを合わせた上で音楽や効果音
あ あ うえ おんがく こう か おん

にも合わせなければならないということは、 聴 者だけで演じる劇よりも時間が
あ ちょうしゃ えん げき じ かん

かかり、苦労も大きいのだろうなと感じました。
く ろう おお かん

お 話 を聞いて、このような劇団が全国に少ない理由もわかった気がしました。
はなし き げきだん ぜんこく すく り ゆう き

しかし、劇で演じられている皆さんが、とてもいきいきとされていたのを見て、
げき えん みな み

ぜひ劇団をこれからも続けていっていただきたいなと思いました。今後も機会が
げきだん つづ おも こん ご き かい

あれば、今回参加できなかった部員も含めてボランティアとして関わっていきた
こんかいさん か ぶ いん ふく かか

いと思いました。
おも

（香芝高校 尾崎 誠太）
か しばこうこう お ざき せい た

（ 〃 常盤 健太）
と き わ けん た

※「 聴 覚 障 害者」「健 聴 者」「ろう者」「 聴 者」等呼び方について
ちょうかくしょうがいしゃ けんちょうしゃ しゃ ちょうしゃ とう よ かた

一般的に「 聴 覚 障 害者」とは、 聴 覚に 障 害のある（耳が不自由な）人の
いっぱんてき ちょうかくしょうがいしゃ ちょうかく しょうがい みみ ふ じ ゆう ひと

ことである。「ろう者」「難 聴 者」「 中 途失 聴 者」「老人性難 聴 者」を含む。
しゃ なんちょうしゃ ちゅう と しっちょうしゃ ろうじんせいなんちょうしゃ ふく

ただ、「ろう者」でなくても、ろう学校卒 業 者や日本手話使用者、ろう社会
しゃ がっこうそつぎょうしゃ に ほんしゅ わ し ようしゃ しゃかい

に所属している人が、自分のことを「ろう者」と 表 すことが多く、「 障 害」
しょぞく ひと じ ぶん しゃ あらわ おお しょうがい

という言葉が含まれているのを嫌う人や聞こえない自分を肯定している人も
こと ば ふく きら ひと き じ ぶん こうてい ひと

「ろう者」を使っている。また、「健 聴 者」とは、聴 機能に 障 害のない（「健 常 」
しゃ つか けんちょうしゃ ちょう き のう しょうがい けんじょう

な）人のことをさすが、「健 常 」の意味に違和感を持ち「 聴 者」を使用して
ひと けんじょう い み い わ かん も ちょうしゃ し よう

いる団体も多い。この劇団も「ろう者」「 聴 者」を使用している。 従 って、
だんたい おお げきだん しゃ ちょうしゃ し よう したが

この劇団が使用している「ろう者」「 聴 者」という言葉と、内容によって
げきだん し よう しゃ ちょうしゃ こと ば ないよう

「 聴 覚 障 害者」という言葉を使用した。
ちょうかくしょうがいしゃ こと ば し よう

（顧問 註 ）
こ もんちゅう

【コラム】 ネットおたくの見聞録（終）
け ん ぶ ん ろ く

しゅう

U.N.権兵衛
ごん べ え

前回のコラムを見てくれていた方はお久しぶり、初めての方は初めまして、何
ぜんかい み かた ひさ はじ かた はじ なん

となく交 流 会に参加し、ついでにとFreedom編 集 会議にも同席し、その場のノ
こうりゅうかい さん か フ リ ー ダ ム へんしゅうかい ぎ どうせき ば
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リでコラムを書くことになった 私 です。最初は楽しかったのですが、２回目あ
か わたし さいしょ たの かい め

たりから段々と飽きてきて書くことが面倒くさくなってきていました。今も面倒
だんだん あ か めんどう いま めんどう

くさいと思いながら書いています。でも書くと言ってしまったので書きます。
おも か か い か

いや、最初は１回書いて終わりとか思ってたんですよ、まさか続き物だなんて
さいしょ かい か お おも つづ もの

思わなかったんですよ。でも書くと言ってしまったので書きます。今回は何につ
おも か い か こんかい なに

いて書くのかということですが、前回の最後に言っていたネットの使い方につい
か ぜんかい さい ご い つか かた

てです。あぁ、前回のことなんてとっくの 昔 でもう忘れてしまっている方がほ
ぜんかい むかし わす かた

とんどだと思いますので、というかこんなことの為に脳の記憶 領 域を使用する
おも ため のう き おくりょういき し よう

のはとてももったいないことなので忘れて下さってよろしいので、今簡単に前回
わす くだ いまかんたん ぜんかい

のあらすじを説明しておきます。
せつめい

シンポジウムに行ったけどネットは危ないって 話 ばかりでつまらなかった →
い あぶ はなし

危ないって言うなら危なくない使い方を教えろよ → そうだよ大人は子供に使
あぶ い あぶ つか かた おし お と な こ ども つか

い方を教えるべきなんだ、です。わかりづらかったのなら申し訳ありませんが本
かた おし もう わけ ほん

当に大体こんな感じです
とう だいたい かん

では本題に入りましょう。ネットの危なくない、もとい、正しい使い方ですが、
ほんだい はい あぶ ただ つか かた

まず危なくない使い方を見ていきましょう。簡単なもので言えば「危険なサイト
あぶ つか かた み かんたん い き けん

に行かない」。まぁ、基本 中 の基本ですね。危険なサイト、というのは具体的
い き ほんちゅう き ほん き けん ぐ たいてき

に言えば外国語で書かれているサイト、エロサイト、出会い系サイト、とか。･･
い がいこく ご か で あ けい

･･例えるなら、繁華街に遊びに行って、繁華街からはずれた場所にある怪しげな
たと はん か がい あそ い はん か がい ば しょ あや

路地裏に、よく知らない人が入るのは大変危険なことです。でも、そういう路地裏
ろ じ うら し ひと はい たいへん き けん ろ じ うら

に住んでる人間が出入りすることは大 丈 夫です。そう 私 のようにね。
す にんげん で い だいじょう ぶ わたし

要するに君子危うきに近寄らず、危ない 所 には近づかなければいいのです。
よう くん し あや ちか よ あぶ ところ ちか

もし行って何かトラブルに巻き込まれれば自業自得です。最初から近づかなけれ
い なに ま こ じ ごう じ とく さいしょ ちか

ばトラブルになんて巻き込まれません。次に正しい使い方ですが、掲示板等では
ま こ つぎ ただ つか かた けい じ ばんとう

下手なことは言わないようにしましょう。例えば個人 情 報、主に 住 所とか、名前
へ た い たと こ じんじょうほう おも じゅうしょ な まえ

とか通う学校・会社とか、特定されますから。特定された 暁 には見事晒されお
かよ がっこう かいしゃ とくてい とくてい あかつき み ごとさら

祭り騒ぎが勃発します。あなたの家の電話は24時間鳴り響きポストには恨みつら
まつ さわ ぼっぱつ いえ でん わ じ かん な ひび うら

みを綴った手紙がすし詰めに押し込まれ、外を出歩くことに 恐 怖心を抱くよう
つづ て がみ づ お こ そと で ある きょう ふ しん いだ

になるでしょう。盛りすぎたようにも見えますがありえない 話 ではないのでご
も み はなし

注 意を。後は相手を煽るようなことは言わないようにしましょう。相手が見え
ちゅう い あと あい て あお い あい て み

なくても確かに向こう側に存在してます。むかつくことを言われればキレます。
たし む がわ そんざい い

ネットも現実も遠くと繋がっている、ということを除けばたいして変わりません。
げんじつ とお つな のぞ か
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最後に。ネットと現実はあまり変わらないと言いましたがネットより現実のほ
さい ご げんじつ か い げんじつ

うが大切ということは宣言しておきます。ネットで言う愚痴より居酒屋で一緒に
たいせつ せんげん い ぐ ち い ざか や いっしょ

酒を飲みながら零す愚痴のほうが遥かに楽しそうだと思いますよ。それでは皆さ
さけ の こぼ ぐ ち はる たの おも みな

ん、さようなら。

※ U.N.権兵衛さん、長 期連載(!)お疲れさまでした。◆最 終 回の掲載にあたり、
ごん べ え ちょう き れんさい つか さいしゅうかい けいさい

今年の各スタッフ校からは「『面倒くさい』なんて書かないで～」「高校生が
こ とし かく こう めんどう か こうこうせい

エロサイトとか行ったらあかんやろ～」「居酒屋で楽しくしゃべるイメージは
い い ざか や たの

わかる～」等の意見がありました。◆法律と「18禁」は守るのが当たり前で
とう い けん ほうりつ きん まも あ まえ

す（念のため）。◆かなり「変化 球 」好きで、ユニークな意見も披露してく
ねん へん か きゅう ず い けん ひ ろう

れた権兵衛さんですが、「人」への思いは熱いみたい。ネットでも現実でも「人
ごん べ え ひと おも あつ げんじつ じん

権」は大切なキーワードです。皆さんからのご意見もお待ちしています。（編）
けん たいせつ みな い けん ま へん

高解研 研修・交流会 参加体験記
こ う か い け ん け ん しゅう こ う りゅう か い さ ん か た い け ん き

※今年度１回目の研 修 ・交 流 会は、６月１５日（日） 桜 井市まほろばセンタ
こんねん ど かい め けんしゅう こうりゅうかい がつ にち にち さくら い し

ーで、８校２６名の参加により開催されました。当日の様子をレポートしても
こう めい さん か かいさい とうじつ よう す

らいます。

第１回の高解研研修・交流会を終えて
だ い か い こ う か い け ん け ん こ うりゅうか い お

私 が高校に 入 学してから１ヶ月が経ち、「Freedom編 集 部員 大募 集 ！」
わたし こうこう にゅうがく か げつ た フ リ ー ダ ム へんしゅう ぶ いん だい ぼ しゅう

とかかれたポスターを見て、「 私 の経験が此処で生かせるかもしれない」と思
み わたし けいけん こ こ い おも

い、直ぐに行動に移そうとしました。その時、担当の先生から「スタッフ会議の前
す こうどう うつ とき たんとう せんせい かい ぎ まえ

に高解研の研 修 会があるけど、ついでに行く？」と声を掛けられた為、高解研
こうかいけん けんしゅうかい い こえ か ため こうかいけん

はどういうものか 全 く 考 えもしないまま当日参加し、 私 は 驚 きました。何故
まった かんが とうじつさん か わたし おどろ な ぜ

ならば沢山の高校の面白い人と出逢い、人権の在り方などを話し合えることに感
たくさん こうこう おもしろ ひと で あ じんけん あ かた はな あ かん

動したからです。
どう

当日にやったことは、主に２つに分かれていました。一つ目は、在日日系ブラ
とうじつ おも わ ひと め ざいにちにっけい

ジル人玉田エミリア美恵さんと、ＪＩＣＡ (ジャイカ：国際 協 力 機構)の永井
じんたま だ み え こくさいきょうりょく き こう なが い
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妙実さんの、「外国人」とどう接していけ
たえ み がいこくじん せっ

ばいいか、というテーマについての 話 と
はなし

ともにブラジルコーヒーとマラウィのコー

ヒーを振る舞っていただきました！( 私 は
ふ ま わたし

紅茶派なので、飲めませんでしたが･･･)
こうちゃ は の

話 の内容に戻り、日本人は、「生まれた
はなし ないよう もど に ほんじん う

場所で、人を判断する」のが 昔 から一般的
ば しょ ひと はんだん むかし いっぱんてき

で、「外国からやってきた人は、日本語が通
がいこく ひと に ほん ご つう

じないし、接することが 難 しい」というイメージを持っています。そういう日
せっ むずか も に

本人の強い固定観念によって、握手でさえしっかりとやってくれないことが多い
ほんじん つよ こ ていかんねん あくしゅ おお

そうです。しかし、外国人はただ単に別の国の、別のコトバを使う民族というこ
がいこくじん たん べつ くに べつ つか みんぞく

とだけなのです。だから外国人でも自然に接することができるようになると、例
がいこくじん し ぜん せっ たと

えコトバが通じなくてもコトバの壁を越えてコミュニケーションがとれると話し
つう かべ こ はな

ていただきました。

更には、こんなことも 仰 っていました。「日本で怒る時は、あれはダメ！と
さら おっしゃ に ほん おこ とき

か言って怒りますが、海外では、～の方がいいんじゃない？と言って怒らず、勧
い おこ かいがい ほう い おこ すす

めることが大切」だそうです。
たいせつ

このように、日本では当たり前とされている価値観が、海外だとかなり違うこ
に ほん あ まえ か ち かん かいがい ちが

とだって普通にあるので、 私 が、どんな人だろうと関係なく接していけるよう
ふ つう わたし ひと かんけい せっ

な人になろう！と 改 めて 考 えるきっかけとなりました！
ひと あらた かんが

二つ目は、他校との交 流 です。ほとんど初めて出会った人と一緒に、 協 力
ふた め た こう こうりゅう はじ で あ ひと いっしょ きょうりょく

をして豚汁を作るグループと、おにぎりを作るグループに分かれて 調 理をして
とんじる つく つく わ ちょう り

出来たものを食べながら交 流 して、その後に自己 紹 介も合わせて、高校でやっ
で き た こうりゅう ご じ こ しょうかい あ こうこう

ている人権についての活動を１校ずつ、 紹 介しました！
じんけん かつどう こう しょうかい

最後に、人権についての 話 を聞いて深く 考 えたのは、 中 学以来なので、 心
さい ご じんけん はなし き ふか かんが ちゅうがく い らい こころ

から楽しめた高解研に参加してよかった！と思いました！
たの こうかいけん さん か おも

(奈良大学附属高校 吉村 拓紀)
な ら だいがく ふ ぞくこうこう よしむら たく き

※「高解研」は奈良県高等学校解放研等連絡会議の 略 称 です。
こうかいけん な ら けんこうとうがっこうかいほうけんとうれんらくかい ぎ りゃくしょう
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奈良大学附属高校で、人権教育講演と
な ら だ い が く ふ ぞ く こ う こ う じ ん け ん きょう い く こ う え ん

映画鑑賞が実施されました！
え い が か ん しょう じ っ し

2014年５月１日に奈良大学附属高等学校で実施された、人権 教 育講演と映画
ねん がつついたち な ら だいがく ふ ぞくこうとうがっこう じっ し じんけんきょういくこうえん えい が

鑑 賞 についての報告を致します。講演と映画の 共 通したテーマは、「 車 椅子
かんしょう ほうこく いた こうえん えい が きょうつう くるま い す

バスケットボール」です！

人権 教 育講演では、元 Ｊ リーガーで 車 椅子バスケットボール日本代 表 とし
じんけんきょういくこうえん もとジェイ くるま い す に ほんだいひょう

て、2000年から、2012年まで、パラリンピックはシドニー、アテネ、北京、ロン
ねん ねん ペ キ ン

ドンと４大会連続 出 場 をし、他にも国際大会や個人タイトルで多くの成果を挙
たいかいれんぞくしゅつじょう ほか こくさいたいかい こ じん おお せい か あ

げた、京 谷 和幸さんに来ていただきました。京 谷さんの 話 の中では、「夢、出会
きょう や かずゆき き きょう や はなし なか ゆめ で あ

い、感謝」という三本 柱 のキーワードを使われていました。
かんしゃ さんぼんばしら つか

「夢」は、目 標 を定め、今やるべきことを精一杯頑張り、絶対に 諦 めないこ
ゆめ もくひょう さだ いま せいいっぱいがん ば ぜったい あきら

と。

「出会い」は、交通事故で、脊髄損 傷 によって、足が動かなくなったとわか
で あ こうつう じ こ せきずいそんしょう あし うご

っても、ついてきてくれた奥さんとの出会い。
おく で あ

「感謝」は、介抱してくれた奥さんや Ｊ リーガー時代の仲間をはじめとする多
かんしゃ かいほう おく ジェイ じ だい なか ま おお

くの関わった方に対する感謝の気持ち。
かか かた たい かんしゃ き も

ざっくりとでありますが、このようなことを 仰 っていました。
おっしゃ

映画鑑 賞 の方では、松山ケンイチ主演の『ウイニング・パス』。この映画では、楽
えい が かんしょう ほう まつやま しゅえん えい が たの

しい青 春 の時間を過ごしていた男子高校生である主人公が突然の事故で 車 椅子
せいしゅん じ かん す だん し こうこうせい しゅじんこう とつぜん じ こ くるま い す

生活を余儀なくされた。ところがある日落ち込んでいた彼が 車 椅子バスケット
せいかつ よ ぎ ひ お こ かれ くるま い す

ボールと出会い、それを通じてどのように立ち直っていったのか？ というあら
で あ つう た なお

すじです。(なんと、講演された 京 谷さんが 車 椅子バスケットボール指導をさ
こうえん きょう や くるま い す し どう

れたそうで、映画の中にも少し登 場 されていました！)
えい が なか すこ とうじょう

最後になりましたが、今回の講演と映画鑑 賞 を通した 私 の感想で締めたいと
さい ご こんかい こうえん えい が かんしょう とお わたし かんそう し

思います。
おも

明日がどうなるか。そんなことは分からない。だけれど、起こってしまったこ
あ す わ お

とは、どうあがいても変わらないから、今を生きること。 障 害を乗り越え、更
か いま い しょうがい の こ さら

にそれを認める勇気。これらは、一見して 難 しいが、一番生きる上で大切さを感
みと ゆう き いっけん むずか いちばん い うえ たいせつ かん

じたい。だって、同じ 命 、生きる意味だって同じなのだから。
おな いのち い い み おな

(奈良大学附属高校 吉村 拓紀)
な ら だいがく ふ ぞくこうこう よしむら たく き
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高校生の人権広報誌“Freedom”第16号（2014年10月11日発行）
こうこうせい じんけんこうほう し フ リ ー ダ ム だい ごう ねん がつ にちはっこう

編 集 “Freedom”編 集 スタッフ
へんしゅう フ リ ー ダ ム へんしゅう

発 行 奈良県高等学校人権 教 育研 究 会
はっ こう な ら けんこうとうがっこうじんけんきょういくけんきゅうかい

〒630-8133 奈良市大安寺1-23-1 奈良県人権センター内
な ら し だいあん じ な ら けんじんけん ない

TEL 0742(62)5555 FAX 0742(62)5568

E-mail kodokyo＠kcn.ne.jp

HP http://www1.kcn.ne.jp/~kodokyo/

※ ご意見・ご感想や投稿などは、各校人権 教 育担当の先生または 上 記まで
い けん かんそう とうこう かくこうじんけんきょういくたんとう せんせい じょう き

お寄せください。
よ

※ 本誌のバックナンバーは、高人 教 ホームページの「活動報告」にて閲覧
ほん し こうじんきょう かつどうほうこく えつらん

できます。（「高人 教 」で検索してください）
こうじんきょう けんさく

※ 本誌の発行は奈良県 教 育委員会の事 業 委託を受けています。
ほん し はっこう な ら けんきょういく い いんかい じ ぎょう い たく う


